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４
つ
の
団
で
５
２
０
人
が
活
躍

西
尾
市
に
は
、
一
色
・
吉
良
・
幡
豆
・

機
能
別
の
４
つ
の
消
防
団
が
あ
り
、
５
２

０
人
の
消
防
団
員
が
各
地
域
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

一
色
・
吉
良
・
幡
豆
の
各
消
防
団
は
、

２３
年
４
月
の
合
併
前
か
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
で
年
間
を
通
し
て

訓
練
し
、
火
災
現
場
な
ど
へ
の
出
動
に
備

え
て
い
ま
す
。

機
能
別
消
防
団
は
、
消
防
団
が
な
か
っ

た
旧
西
尾
市
地
区
で
２８
年
１０
月
に
発
足
。

小
学
校
区
ご
と
に
分
団
が
組
織
さ
れ
、
大

規
模
な
災
害
時
と
地
域
で
の
防
災
啓
発
に

限
定
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

女
性
分
団
も
組
織

機
能
別
消
防
団
は
、
消
防
と
防
災
に
関

す
る
広
報
や
救
命
講
習
会
の
指
導
な
ど
を

行
う
女
性
分
団
も
組
織
し
て
い
ま
す
。
所

属
す
る
１５
人
の
団
員
は
、
女
性
の
持
つ
柔

ら
か
な
雰
囲
気
を
生
か
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
、
市
民
に

よ
っ
て
結
成
さ
れ
る
消
防
団
。
地
域
の
安
全
と
安
心
の
た
め
、
日
々
訓

練
に
励
ん
で
い
ま
す
。
災
害
発
生
時
に
は
消
火
活
動
や
救
助
活
動
に
従

事
し
、
平
常
時
は
消
防
と
防
災
に
関
す
る
知
識
を
学
ん
で
普
及
に
取
り

組
む
な
ど
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

問
市
消
防
本
部
総
務
課
消
防
担
当
（
☎
５６
・
６
２
５
０
）

西
尾
市
消
防
団

特 集

わ
が
ま
ち
守
る 

消
防
団

地
域
防
災
の
要

女性分団の啓発活動

１２
月
１
日
か
ら
「
西
尾
市
消
防
団
大

学
生
等
活
動
認
証
制
度
」
を
始
め
ま
す
。

消
防
団
活
動
に
真
面
目
に
継
続
し
て
取

り
組
む
大
学
生
・
大
学
院
生
・
専
門
学

校
生
の
功
績
を
市
が
認
証
す
る
こ
と
で
、

就
職
活
動
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

認
証
さ
れ
る
と
、
就
職
活
動
の
際
に

消
防
団
員
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
き

た
実
績
を
企
業
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
す
。

大
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
消
防
団
に
入
団
し
て
く
だ
さ
い
。
企

業
の
方
は
学
生
団
員
の
採
用
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。 大

学
生
団
員
の

功
績
を
認
証

制度
新

認証状の見本
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１
年
間
の
行
事

訓
練
や
啓
発
活
動
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
毎
年
８

月
に
は
、
県
内
各
自
治
体
の
消
防
団
員
が

参
加
す
る
県
消
防
操
法
大
会
で
、
ポ
ン
プ

車
を
用
い
た
放
水
の
正
確
性
や
タ
イ
ム
を

競
い
合
い
ま
す
。
今
年
は
碧
南
市
で
開
催

さ
れ
、
一
色
消
防
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

団
員
を
募
集

消
防
団
で
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
や

団
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
、
一
生
の
仲
間

を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
域
に
貢
献

し
た
い
方
や
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
１８
歳
以

上
で
健
康
な
方
。
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
期
限　
２
月
２８
日
㈬
ま
で

※
３０
年
４
月
１
日
入
団
。
募
集
期
限
を

過
ぎ
て
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
電
話
で
市
消
防

本
部
総
務
課
消
防
担
当
（
☎
５６
・
６
２

５
０
）
へ
。

全
国
で
発
生
し
て
い
る
大
規
模
災
害
。

各
地
の
消
防
団
が
救
援
活
動
な
ど
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を

災
害
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
地
域
に
密
着

し
た
防
災
リ
ー
ダ
ー
が
不
可
欠
で
す
。
消

防
団
へ
の
応
援
と
入
団
を
お
願
い
し
ま
す
。

団
員
の
身
分

特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。
活
動
服

の
貸
与
や
報
酬
・
手
当（
費
用
弁
償
）、
表

彰
な
ど
が
受
け
ら
れ
、
活
動
中
に
け
が
を

し
た
場
合
な
ど
は
公
務
災
害
補
償
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

仕
事
の
傍
ら
訓
練
に
励
む

ほ
と
ん
ど
の
団
員
は
仕
事
を
し
て
い
る

た
め
、
訓
練
は
夜
間
や
休
日
に
行
わ
れ
ま

す
。
災
害
発
生
時
に
は
昼
夜
に
か
か
わ
ら

ず
消
火
活
動
や
救
助
活
動
、
避
難
誘
導
に

従
事
し
ま
す
。
日
頃
は
、
地
域
の
防
災
訓

練
に
積
極
的
に
参
加
し
、
習
得
し
た
知
識

の
普
及
や
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

減
少
傾
向
に
あ
る
団
員
数

近
年
、
団
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
平
均
年
齢
が
高
く
、
２４
歳
以

下
の
団
員
は
３０
人
で
全
体
の
５
・
８
％
。

若
い
団
員
の
確
保
が
課
題
で
す
。
市
で
は

「
西
尾
市
消
防
団
応
援
の
店
」
制
度
を
導

入
し
た
り
、
消
防
団
と
団
員
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
た
り
す
る
な
ど
、
団
員
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

消
防
団
員

団員の年齢構成
２４歳以下
３０人（５．８％）

２５歳～２９歳
８８人（１６．９％）

３０歳～３４歳
６６人（１２．７％）

３５歳～３９歳
４４人（８．４％）

４０歳～４４歳
８１人（１５．６％）

４５歳～４９歳
６３人（１２．１％）

５０歳～５４歳
４３人（８．３％）

５５歳～５９歳
４２人（８．１％）

６０歳以上
６３人（１２．１％）

23 24 25 （年度）2726

230

290

270

250

（人） 290

280 279
273 269

０
2928

263

235

団員数の推移
※各年度４月１日現在。一色
・吉良・幡豆消防団のみ

操法発表会

西尾市消防団応援の店
の表示証

「
西
尾
市
消
防
団
応
援
の
店
」
制
度

は
、
消
防
団
を
地
域
で
応
援
す
る
制
度

で
す
。
団
員
カ
ー
ド
を
持
つ
団
員
や
そ

の
家
族
が
応
援
の
店
を
利
用
す
る
際
、

値
引
き
や
粗
品
進
呈
な
ど
の
特
典
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

●
協
力
店
を
募
集
中

制
度
へ
の
協
力
で
、
社
会
貢
献
を
し

て
い
る
と
い
う
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
や
、
消
防
団
員
の
集
客
率
を
高
め
る

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
加
盟
店
の
店

舗
名
や
特
典
内
容
な
ど
を
団
員
に
知
ら

せ
る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
ま
す
。

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
電
話
で
市
消

防
本
部
総
務
課
消
防
担
当
（
☎
５６
・

６
２
５
０
）
へ
。

西
尾
市
消
防
団

応
援
の
店

地域で
応援

４
月　
入
退
団
式

　
　
　
ポ
ン
プ
取
り
扱
い
訓
練

５
月　
水
防
訓
練

８
月　
県
消
防
操
法
大
会

９
月　
操
法
発
表
会

１０
月　
観
閲
式

１２
月　
年
末
夜
警

１
月　
出
初
式

３
月　
消
防
署
・
消
防
団
合
同
訓
練
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